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 ～島から島へ～ 

校 長   

 

長かった夏休みも終わり、始業式には多くの生徒が元気な姿で登校しました。久しぶりに会った友達と夏休みの出

来事を笑顔で伝え合っていました。いよいよ行事も盛りだくさんで、長丁場の２学期が始まりました。休み中に生活

リズムが乱れてしまった人たちも徐々に改善し、大きく成長するチャンスが多い２学期を充実させることを願ってお

ります。とはいえ相変わらずのコロナ禍ですので感染防止を第一に対応していきます。まだまだ先行き不透明な状態

が続いています。無理せず、最新情報を収集しながら、しっかりと安全対策を続け、学びを継続して行きます。今学

期もよろしくお願いします。 

私もこの夏は行動制限がなかったので久しぶりに旅行らしい旅行にチャレンジしました。前回の学校だよりでも生

徒たちに海遊び、山遊びを通して大自然を謳歌してほしい！と言った手前、何かせねばと思っていました。そんな矢

先、職場の元気な先生方の企画にあいのりさせていただき、重い腰を上げることができました。 

まずは７月の終わりに、いつも八丈からの景色を彩ってくれる八丈小島を目指しました。船酔いを心配しながらも

問題なく到着しました。昭和４４年を最後に無人島になったとはいえ、草むらをかき分けて訪れた民家跡や小学校跡

から当時の人々の生活を想像することができました。じりじりと焼き付くような日差しの中での海水浴は、若い頃の

記憶を呼び戻す経験となりました。コロナ禍で閉塞感のある生活に慣れてしまっていたので、自然の恵みのありがた

さを思い起こさせる時間となりました。 

続いて、８月の下旬に利島、神津島、新島の順に船中１泊を含む２泊３日の弾丸旅行を行いました。一昨年まで八

丈で勤務されていた方が神津島に赴任しているので、会いに行きましょう！という企画で、せっかくなので途中に寄

り道しての欲張り旅行となりました。そのため、利島には約４時間、新島には約５時間という短い時間の滞在でした

がとにかく行ってみよう！ということで決行しました。大島から先の神津島航路は初体験でしたのでわくわく感と共

に出発しました。竹芝から夜行船の定期便に乗り込み、安定した海路で早朝には利島へ到着しました。港から島を見

上げるとそこには八丈富士にそっくりな景色があり、親近感が湧きました。神社や小中学校へ向かうところに立ちは

だかる坂、坂、坂。史跡を巡りながら、海抜が上がると同じ景色も変化していきました。利島から神津島へはジェッ

ト船に乗り、約４０分で神津島に到着しました。神津島では天候にも恵まれ、マリンブルーの海と砂浜海岸に多くの

観光客が集まっていました。盛り上がる若者たちは高台から海へ飛び込み、爽快な気分に浸っていました。炎天下で

したが、東京の名湧水にも選ばれた多幸名湧水で喉を潤し、山の神・冷風穴では自然の冷気を浴びて体温を下げるこ

とができました。海の向こうに見えた島が三宅島だったので想定外の位置関係に驚きました。翌日の朝の定期船で、

約１時間で新島へ到着しました。途中、式根島にも止まり、近いことがわかりました。新島は曇り時々雨の天気でし

たが新東京百景にも選ばれている約７キロに及ぶ白い砂浜が続く羽伏浦海岸（ちなみに登龍の展望台からの風景も選

ばれています）を展望台から眺め、特産品コーガ石でできた古代ギリシャ建築風の湯の浜露天温泉で疲れをとりまし

た。どら焼きが美味しい喫茶店でくつろいだ後、ジェット船で竹芝に戻りました。近くにいても行かないと気付かな

い近隣の島の良さと、八丈の良さに気付くことができた旅行でした。 

訪れた島々が限られた資源を活かして暮らしやすい町づくりをしていることが分かりました。どの島も限られた交

通手段で厳しい自然環境に向き合いながらの生活ですが、自分たちの強みを活かし、町の活性化に向かって日々努力

している様子が伝わりました。現在、今まで予想もしなかったコロナ禍の生活が続いていますが、閉塞感の中でも豊

かな自然を活かした生活スタイルが人々の安心感につながっているのだろうと感じました。無人島も含めると東京に

は約３３０の島々、日本には約７０００の島々があります。離島の人口は全人口の０．５％にしか過ぎません。今こ

そ、日本全体も自然と共存した島の暮らしをスタンダードにして、元来の日本らしい生活スタイルを確立していてほ

しいです。そんな大それたことを考えた道中でしたが、仕事が始まると忙しさに流され、夏の記憶が日々遠ざかり始

めている今日この頃です。せめて、ランニング中に眺める豊かな緑と大海原を間近に体感しながら、大自然とつなが

る教育活動を推進していきたいです。 

 

 

 

 ◇ 学校教育目標 ◇ 

自ら進んで学ぶ生徒 

人や自然を愛する生徒 

健康でねばり強い生徒 

《校訓：自主・敬愛・根気》 
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今年も八丈合同バレーボール部は島嶼大会・都総体に参加しました。八丈合同チームは現在までに島嶼

大会５連勝中で、もちろん６連勝を目指して練習してきました。今年の大会で昨年までと違うところは、

いままで強豪である大島代表は島嶼大会には参加せず別枠で都大会に出場していたのですが、今年から大

島も含めて文字通りの島嶼大会となった点です。コロナ対策で午前中に大会を終わらせるために、抽選に

よって決まった３校ずつの総当たり戦のあとそれぞれの１位同士の決勝戦という競技形式になりました。 

予選リーグでは１セットも落とすことなくストレート勝ちをし、島嶼大会５連勝の貫禄を見せました。

決勝戦は予想通り大島連合との対戦となったのですが、相手を意識しすぎたためか、ゲーム前の公式練習

のときからそれまでの動きとはまるで別チームかのようにカチカチになったままで、決勝戦が始まりました。１セット目は

取ったものの２セット目は初めてセットを奪われ、３セット目は立ち直して島嶼大会６連勝を遂げることができました。 

その勢いで翌日の都総体に臨んだのですが、相手の国立一

中には惜敗し、悲願の都大会１勝は持ち越しとなりました。 

会場に駆けつけられた保護者の皆様の応援はもちろんです

が、Google Meet を利用して応援してくれた保護者や先生方

の様子を聞いて選手達は心強く感じていました。バレーボー

ルを通して、選手たちが成長し、胸を張って八丈島に帰って

来られたことを嬉しく思います。たくさんのご声援、本当に

ありがとうございました。      （バレー部顧問） 

 

 

 

１回戦は同じ島嶼地区の三宅中に１５－１で勝利しました。２回戦、１ブロック代表の高輪中との対戦では５－５でタイ

ブレークに入り、７－８xと惜しくも接戦で敗れました。生徒は都の代表にも互角に戦ったことで自信をつけました。 

多くの保護者や大島中の生徒も応援する中、八丈島の代表として都内大会に出場している自覚をもち続けていました。ま

た、都営地下鉄や私鉄を乗り継いでの移動中も、部員間で協力し声を掛け合い、落ち着いて行動できていて立派でした。 

来年度は１回戦の島嶼地区同士の試合に勝ち、２回戦で都内各ブロックから勝ち上がったチームに勝利するという明確

な目標ができたので、気持ちを新たに頑張っていきます。                     （野球部顧問） 

 

 

 

※島嶼大会の結果 

対 神津中学校（25-4、25-17） 

対 新島中学校（25-14、25-19） 

対 大島連合 （25-22、23-25、25-19） 

※都総合体育大会の結果 

対 国立第一中学校（16-25、15-25） 



 

 

 

まずはじめに、このようなコロナ禍で遠征に行けたこと、そして遠征中の保護者の方々の支えに感謝しています。去年

の悔しい遠征の思い出から１年が経ち、島嶼大会でリベンジができたこと、都大会に出場しレベルの高い試合を経験でき

たことは、自分にとってもチームにとっても大きな経験になったと思います。残念ながら都大会では１回戦で負けてしま

いましたが、最後まで諦めず１点でも決めてやるという気持ちが、チーム全員から伝わり、自分もその気持ちに鼓舞され

ました。島嶼大会での疲労や怪我などがありチームメイトにも試合に出ることが厳しい仲間がいるなか、最後まで負けな

いという仲間の気持ちを感じることができとても嬉しかったです。試合が終わった後はやはり負けたので悔しかったです

が、自分が持っている力を出し切れたことは良かったと思っています。 

 １、２年生には今回経験したことを忘れずに、来年必ず都大会で１勝以上してほしいです。最後に僕は、このメンバー

でサッカーができて楽しかったです。そして自分たちのサッカーを育て上げてくださった先生方にとても感謝していま

す。来年のサッカー部も楽しみにしています。 

（３年 サッカー部員） 

 

 

 

 

 

 ８月18日（木）におじゃれホールで実施されたJAZZフェスティバルに、吹奏楽部が参加しました。富士中学校は、部

員３名による『ドラゴンクエストより 序曲』の演奏に始まり、八丈島JAZZフェスティバル合同バンドの方々と共演しま

した。ゲストの方々を招いての演奏では、プロの方々の音や雰囲気作りなどを間近で感じることができ、貴重な経験とな

りました。                                         （吹奏楽部顧問） 

 

 

 

 

 

  

普段とは違う大人数での演奏はとても楽しかったです。少人数では感じることのできない迫力

を感じ、音がうまく重なり合ったときの感動を味わうことができました。そして初めてのソロを

経験させていただきました。ソロを吹き終わった後の拍手がとても嬉しかったです。ソロを通し

てもっと音を綺麗に出したい気持ちが大きくなり、もう一度ソロに挑戦したいという気持ちをも

つことができました。ソロをやり遂げたことを誇らしく思い、大きな自信を得ることができてこ

のJAZZフェスを通して一つ成長することができたと思います。     （３年 吹奏楽部員） 



 

実施できた校外学習 

 ９月８日（木）に生徒会役員立会演説会および役員選挙がありました。選挙管理委員会のメンバーが、ポスターや広報誌

の作成、立会演説会など約２か月間準備を進め、この日を迎えました。 

 立会演説会では、４名の立候補者が立ち、学校生活をより良くするためにどうするべきか、自分はこうしたいという思い

を伝えました。また、応援者は立候補者の長所をアピールし、生徒たちも真剣に話を聞いていました。 

 演説が終わると、いよいよ投票です。今年も八丈町選挙管理委員会より本物の「投票箱」と「記載台」をお借りしました。

生徒一人一人が真剣に考えながら投票していました。                        （生徒会担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の主な予定 

１０月 １日（土）陸上記録会                １８日（火）子供を笑顔にするプロジェクト 

３日（月）振替休業日               ２０日（木）合唱練習（始）       

４日（火）生徒会朝礼               ２４日（月）学校朝礼 

任命式                        学校公開（始） 

    ５日（水）職員会議                ２６日（水）合唱コンクールリハーサル 

７日（金）避難訓練、英語検定                  職員会議 

   １０日（月）スポーツの日               ２７日（木）ワンランクアップ学習会 

   １２日（水）職員会議                      ２８日（金）学校公開（終） 

   １３日（木）中間考査                ２９日（土）漢字検定 

１４日（金）中間考査、委員会            ３１日（月）数学検定 

   １７日（月）生徒会朝礼、復習確認テスト（３年）                           


